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目的　 コレステロール（Choi ） とコール酸ナトリウム（CA ） を米飼料に添加すると、ラットは著しい体

重減少を起す。この£ 5 な体重減少は、米たん白質の第一制限アミノ酸であるリジン添加では阻止され左

いが、リジンとスレオ･=■ンの組み合せ添加で部分的に抑制される。また血漿Chol 濃度 はリジン添加で変動

しないが、リジンとスレオニンの組み合せ添加で顕著に上昇し高Choi 血 症を生ずること々どからヽChoi 代

謝 とスレオニンとの関連性が示唆された。本研究は 、CAま たはCA とChoi を含 む米飼料にスレオニV を添加

しヽ成長ヽ血漿Chol 濃 度への影響について検討した。

方法　 体重 約lOOg のDonryu 系雄y  ット を各群 ぶ頭用い、米飼料ヽCA を 含む米飼料ヽCA を含むスレ オ,■7".   ン

添力「y米 飼料ヽCA とChoi を 含む米飼料ヽCA とChoi を含 むスレオエン添加米 飼料で 」週間の飼育試験を行い 、

成長量ヽ窒素出納ヽ血漿の総Choi 濃度 とHDL 一Chol 濃 度ヽ血漿のトリグリセリド濃度ヽ肝臓の総脂質量と

Chol 濃度ヽ 血漿と肝臓の遊離アミノ酸濃度を測定した。

結果　 米飼料に∂｡aぶ％cA または∂､ai  %  CA と(?｡き％Chol 添 加 で飼料摂取量か減少し、著しい体重減少

を生じたが、0.2% スレ オニン添加で体重減少を抑制した。Ｊ日間の蓄積窒素量は、CA またはCA とChol 添

加米飼料へのスレオエｙ添加で増加した。血漿TG 濃 度はCA 添 加による変動はないが、CA とChol 添 加で有意

に上昇した。しかしヽスレオエ"ly添 加による差はなかった。総Chol 濃度はCA またはCA とChol 添 加による差

はn. い が 、スレ オニン添加で上昇しヽ特にCA とChoi 添 加 飼料へのメレオエン添加で著しい。　ＨＤＬ一一Choi濃

度 はCA 添 加による差はないが、CA とChol 添 加 で有意に低下した。　しかし、CA とCho:Lを 含む米飼料へのスレ

オエン添加でHDL －Chol 濃度 は上昇した。
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のコ レ ステ ロ ール 胆石 形 成に 及 ぼ す 運動 の 影響
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養 研応 用　 辻　 啓 介 ，市 川富 夫

目 的　 コ レ ステロ ール（Chi ） 胆 石 保有 者 の 食事 傾向 と し て ， 脂肪 摂 取過 多 ，多 食 ，不

規 則 な 食生 活な ど があ げ ら れて い る ．し かし ， 運動 につ い て は ，血 清 脂質 や 肝Chi レ ベ ル

に関 与 す るこ と が知 ら れて い る にも か か わら ず ， 胆石 につ い て の 研究 は まだ 十 分にti 行 わ

れて いな い.  演 者 ら は,   Chi 負 荷 マ ウ スに お け る実 験的Chi 胆 石 形 成 に 飼料 中 の タン パ ク質,

ア ミ ノ 酸 ，食 物 繊維 ，糖質 ， 脂質 な ど が 影響 す るこ と を観 察し ， 報告し た. 今 回 は ，さ ら

に運 動 に よる 胆石 形 成 につ い て同 様の 検討 を 行 っ たの で報 告 す る ．

方 法　 実 験動 物 とし てJcl  - ICR 系,    Std-ddy 系 の 雄性 マ ウ スを 用 い ，実 験開 始 前2 －3 日 間

日 本ク レ ア 製CE-2 固 形 飼 料を 与 えT  , 予 備 飼育し た ．試 験 飼料 はachi,  0.5J; コ ー ル酸Na,

20 χ－25 χカ ゼ イy  , 5 －lot 大 豆 油 より な り ，糖 質 源と し てa  － コ ーン スタ ーチ また はし ょ

糖を 會 む 飼 料で 調il し た.  1 群10 頭-  12 頭 で,   3週 間 飼育し ， 飼料 摂取 量 ， 体重 増 加 量 ，水

車式回 転運 動 計に よ る自 発 運 動量（ 回転 数 ／日 ） の変 化 を 調 べ た． 飼育 終了 前に２ 日 間 糞

を 採 取し ，解 剖し&  . 肉 眼 で 胆石 の 有無 を 観 察し た 後 ，肝 ， 胆嚢 を 採取 し ， 分析 に 供し た ．

脂質 の 定 量は 酵 素法 で ， 胆汁 酸 の定 量 は硫 酸 クロ モ ーゲン 法 で 行っ た ．

結果　 運 動 群で は 飼 料摂 取 量 の有 意 な増 加 にも か か わら ず ， 体重 増 加 はか えっ て 対 照群

より も 抑 制さ れ た ．胆石 形 成 率 は運 動 によ っ て,わ ずか に 低下 す るが ， 運 動量 に よる 違 い は

みら れ な かっ た. 全 胆 嚢 のChi 量 は 両 群 間に 差 は みら れな か っ た が ，胆 汁酸 は 非 運動 群で

若 干 高値 であ っ た. 血 清 総ChI 量,      （LD し+VLDL ）-Chi は 運 動で 低 値を 示し た. 運 動 に よっ

て ，排≪!さ れる 糞 乾燥 重 量は 増 加し,    Chi 吸 収 率 は 低値 を示 し た ．


